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１ 保健事業のあゆみ

年度 内容 国の動向

昭和５３年 １歳６か月児健康診査事業開始

国保保健婦から市町村保健婦として採用

５４年 大野市保健対策協議会設置

５５年 麻疹予防接種開始

５６年 大野市健康づくり市民のつどい開始

５７年 大野市健康管理センター(保健センター・休日急患診療所）設立

５８年 老人保健事業開始 老人保健法施行

５９年 健康ウォーク開始

６２年 健康管理データバンク事業

大野市母子保健推進員を保健推進員に改称（全市的に配置）

休日急患診療所土曜日の診療時間の延長・夜間の待機始まる

６３年 大野市保健計画策定

平成元年

(１９８９年)

大野市保健推進員協議会設置

大野市健康診査申込調査開始

４年 老人保健法第３次計画

６年 大野市老人保健福祉計画策定（第２次保健計画）

インフルエンザ予防接種廃止

地域保健法制定

関係法改正

７年 風疹個別予防接種開始及び中学校３年の対象を男女に拡大

８年 大野市母子保健計画、大野市栄養改善計画策定

大野市健康づくり市民のつどい終了

地域健康づくり事業開始

９年 母子保健サービスが市に移譲

（３歳児健康診査、妊婦・乳幼児健康診査、訪問指導、

一般栄養指導等の実施）

大野市食生活改善推進員連絡協議会設置

休日急患診療所休日・日曜日の診療時間の延長

地域保健法施行

予防接種法・母子保健法等

関係法改正

１０年 大野市高齢者健康調査の実施

１１年 健康づくり推進事業（高齢者ふれあい教室新規実施）

１２年 B型リハビリ実施（３か所）

総合健康指導事業（コンピュータヘルスチェック）実施

まちぐるみ健診モデル地区活動実施

健康保養施設「あっ宝んど」オープン

骨粗鬆症検査導入

休日急患診療所小児科開設（午後 1時診療開始）

介護保険法施行

健康日本２１（２１世紀にお

ける国民健康づくり運動）

平成１２年３月通知

１３年 第３次保健計画策定 生活習慣病健診充実

（LDL コレステロール検査、ヘルスアセスメント）

地域・職域健康会議の開催

（小規模事業にがん検診 PRチラシ配布）

保健・医療・福祉拠点づくり庁内ワーキンググループ会議実施

高齢者のインフルエンザ個別接種実施

休日急患診療所小児科診療時間の延長（午前９時診療開始）

予防接種法改正
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１４年 生活習慣病健診等充実 （C型肝炎、乳がんマンモグラフィー実施）

「健康おおの２１」の検討 健康トライ＆トライの作成

地域医療推進事業開始（「かかりつけ医制度」の啓発）

保健推進員定例会の開始、B型リハビリ終了

外国人のための育児相談会開催

老人保健制度・医療保健制

度の一部改正

１５年 大野市健康づくり計画「健康おおの２１」策定

毎月１日は健康づくりの日設置

個別予防接種対象年齢引き下げ

健康増進法施行

１６年 さわやか貯筋運動実施 転倒予防講座実施

ママ・パパ子育て講座開催

小児救急医療支援事業開始

結核予防法の一部改正

１７年 大野市・和泉村が合併し、新「大野市」誕生

大野市和泉診療所の開設 大野市特定不妊治療費助成事業開始

「健康おおの２１」中間評価

乳がん検診にてマンモグラフィーと視触診併用

ＢＣＧ対象年齢引き下げ（６か月未満対象）

日本脳炎予防接種の積極的勧奨さしひかえ

介護保険法改正

食育基本法施行

発達障害者支援法施行

１８年 元気なおおのっ子出産応援事業開始

毎月１日に「さわやか貯筋運動」として推定筋肉量測定開始

麻疹風疹混合ワクチン（ＭＲワクチン）による予防接種Ⅰ・Ⅱ期開始

介護予防事業として長寿健康講座、訪問指導等実施

健康保養施設「あっ宝んど」指定管理委託開始

高齢者虐待防止法施行

障害者自立支援法施行

１９年 こんにちは赤ちゃん事業開始

妊婦健診助成事業、不妊治療費助成事業の拡大

ＢＣＧ個別接種開始 産婦人科医療連携体制支援事業開始

狂犬病予防事業・感染症予防事業・葬斎場管理事業は環境衛生課へ移

行

大野市特定健康診査等実施計画策定

休日急患診療所の診療日（１２月３１日）追加

がん対策基本法施行

２０年

(２００８年)

高齢者の医療の確保に関する法律に基づく、特定健診事業の開始

メタボリックシンドローム該当者・予備群対象に特定保健指導の開始

発達相談すてっぷ開始

休日急患診療所の診療日(８月１５日・１６日)追加

健康増進法に基づく健康診

査事業の廃止

２１年 日本脳炎予防接種再開 子宮がん乳がん無料クーポン配布

新型インフルエンザ流行の為、フッ素塗布中止

新型インフルエンザ予防接種開始

２２年 がん検診で対象者を＜特別徴収者除く４０歳以上の全市民に拡大

がん個別検診開始

ヒブ、肺炎球菌、子宮頸がんワクチン公費助成開始

健やかマタニティ手当支給事業開始

２３年 日本脳炎予防接種の積極的接種勧奨開始

特定健診個別健診開始

肝炎、大腸がん検診無料クーポン配布

がん検診未受診者対策（コールリコールシステム）開始

第２次健康おおの２１策定

２４年 保健センターは「結とぴあ」移転 在宅医療相談支援センターの設置

不活化ポリオワクチンを９月から導入開始

四種混合予防接種の開始（H24.8 月生以降）
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２５年 風しん等ワクチン予防接種費用助成の開始

高校３年生を対象に日本脳炎予防接種２期の積極的勧奨の実施

休日急患診療所整備

結の故郷健康サポーター事業の開始

未熟児訪問指導の開始

子宮頸がん予防接種における積極的勧奨の休止

新型インフルエンザ等対策行動計画の策定

２６年 水痘、高齢者用肺炎球菌予防接種および A類の広域的予防接種を １０

月から開始

６５歳以上の市民のあっ宝んど利用料金を、９月１日より６００円から５００

円に減額

医療・介護総合確保推進法

制定

２７年 がん検診で対象者を４０歳以上の全市民に拡大

育児相談で、福井県助産師会の協力で助産師による母乳相談を

開始

あっ宝んどの指定管理者を公募し選定を実施

２８年 胃がん検診に内視鏡検査を導入

胃がんリスク検査（ピロリ菌抗体検査・ペプシノゲン検査）を開始

Ｂ型肝炎ワクチンの予防接種を１０月から実施

９歳児を対象に日本脳炎２期の積極的勧奨の実施

三種混合ワクチンが７月で廃止、以後四種混合で対応

越前おおの健康づくり計画 「第３次健康おおの２１」を策定

和泉診療所の備品購入（内視鏡システム・血圧脈波検査装置）

和泉診療所医師住宅増改築

あっ宝んどプール塗装修繕およびポンプ設備修繕

第３次健康おおの２１策定

２９年 就学前までの定期予防接種の予診票綴を作成し平成２９年４月生まれ以

降の対象者に配布

胃がん・子宮がん検診をがん検診の指針に基づき隔年受診に変更

「推定筋肉量測定」を「健康プラスデー」として試食・運動講座２回に内容

を充実

休日急患診療所における災害時の「救護所開設訓練」について消防署と

連携により実施

あっ宝んどポンプ類修繕及び浴室排煙設備修繕

和泉診療所の「超音波診断装置」を更新

子育て世代包括支援センターが開設（4/1～）になり、福祉こども課と連携

し、保健師や保育士が相談事業等を実施

健康増進事業の「機能訓練」が介護保険特別会計の介護予防地域支援

事業の総合事業として「元気づくり体操クラブ」に変更になる

３０年 「健康プラスデー」の参加者に生活機能改善機器（カラオケ）を活用した健

康講座(カラリハ)を開始

「元気づくり体操クラブ」に健康サポーターが協力し活動開始

保育所等巡回発達相談で、大野市児童デイサービス職員派遣

休日急患診療所として総合防災訓練に参加し、福井勝山総合病院のＤＭ

ＡＴと協力して災害時の救護所開設訓練を実施

３歳児健診において、スポットビジョンクリーナー（SVS）視機能検査機器

を用いた、弱視等の検査を実施（１２月～）

健康増進法改正

（受動喫煙防止法）
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令和元年 健康づくりポイント事業の開始

健康ハッピータイム（健康づくりミニ講座と生活機能改善機器を用いた運

動講座）の開始

ラジオ体操講習会の開催

フレイルサポーター養成講座の開催

野菜の摂取量アップのための野菜(831)の日キャンペーンの開始

結の故郷健康・食守フェスタの開催【農業林業振興課、生涯学習課（スポ

ーツ振興室）、健康長寿課】

全国健康保険協会福井支部との健康づくりの推進に向けた包括的連携

協定式（令和元年７月１９日）

大塚製薬株式会社名古屋支店との健康づくりに関する包括連携協定締

結（令和２年３月３０日）

和泉診療所備品購入（内視鏡洗浄消毒装置、自動血球計数装置）

休日急患診療所備品購入（レセプトコンピューター、保険薬局システム）

あっ宝んど ろ過タンク（露天風呂、バーディーゾーン）修繕

７月より１歳６か月児健診において発達相談を希望される方に対し、２歳

児健診（発達検査・発達相談）を実施

令和２年２月より妊婦情報事前登録制度を開始

令和２年 希望する市民への布製マスクの配布

母乳外来受診に係る費用助成を開始

産後健診に係る費用助成を開始

新生児聴覚検査に係る費用助成を開始

幼児健診時に歯科衛生士による歯磨き指導（年１２回）を実施

３歳児健診時に歯科医師によるフッ素塗布（年１２回）を実施

小、中学生に対し、インフルエンザ予防接種費用の助成を開始

おおのヘルスウォーキングプログラムを実施

明治安田生命保険相互会社と健康づくりに関する包括連携協定締結（令

和３年２月１７日）

あっ宝んどの指定管理者を公募し選定

休日急患診療所備品購入（殺菌線保管庫、スリッパディスペンサー、プラ

ズマクラスター加湿空気清浄機等）

和泉診療所備品購入（心電計、空気清浄除菌脱臭装置、スリッパディス

ペンサー等）

あっ宝んど 空調機器取替修繕

令和３年 新型コロナワクチン接種開始

「おおのヘルスウォーキングプログラム 2021」を兵庫県西脇市、京都府南

丹市、岩手県金ヶ崎町と共同で実施

多胎妊産婦相談会の実施

1歳 6か月児健診時に歯科医師によるフッ素塗布（年１２回）を実施

第４次健幸おおの２１策定

健康 HAPPY タイムの廃止

大野市保健推進員の廃止

休日急患診療所備品購入（心電計、薬用冷凍冷蔵庫）

和泉診療所備品購入（生化学自動分析装置、CR システム）

あっ宝んどサウナ室、紙幣両替機・券売機修繕等

あっ宝んど備品購入（AED）
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令和４年 オミクロン株対応の新型コロナワクチン接種開始

風しん追加的対策事業３年間延長（令和６年度末まで）

出産・育児スタート応援事業を拡充（妊婦・子育て家庭への伴走型相談

支援と経済的支援の一体的実施）

「おおのヘルスウォーキングプログラム 2022」を兵庫県西脇市、京都府南

丹市、岩手県金ヶ崎町と共同で実施（２年目）

休日急患診療所にてオンライン資格確認を開始

休日急患診療所備品購入（オンライン資格確認用端末、ルーター、・生化

学自動分析装置、AED等）

和泉診療所にてオンライン診療の実証を開始

和泉診療所にてオンライン資格確認を開始

和泉診療所備品購入（オンライン資格確認端末一式、汎用超音波画像診

断装置、システム顕微鏡）

和泉診療所修繕（トイレ洋式化）

あっ宝んど修繕（サウナ室、造波プール塗装、トイレ洋式化等）

あっ宝んど備品購入（プールクリーナー）
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２ 機構・予算

課 グループ

課長

兼

所長

１人

保健医務

担当

課長補佐

１人

保健医務グループ（保健センター兼務） 企画主査 １人

主任管理栄養士 １人

主任保健師 ４人

主査 １人

保健師 １人

管理栄養士(会計年度任用職員) ２人

保健師(会計年度任用職員) ２人

事務補助(会計年度任用職員) ２人

休日急患診療所（保健センター兼務） 看護師(会計年度任用職員) ５人

医療事務(会計年度任用職員) ２人

所長（内

科医師）

１人

和泉診療所 指導看護師 １人

企画主査 １人

保健師 １人

歯科医師(会計年度任用職員) １人

長寿

担当

課長補佐

１人

長寿グループ 企画主査 １人

主任社会福祉士 １人

主事 ２人

介護認定調査員(会計年度任用職員) ３人

事務補助 (会計年度任用職員) １人

地域包括

支援

担当

課長補佐

１人

地域包括支援グループ

(在宅医療相談支援センター)
（地域包括支援センター）

企画主査 １人

主任保健師 １人

主任社会福祉士 １人

保健師 １人

介護支援専門員(会計年度任用職員) ２人

認知症地域支援推進員(会計年度任用職員) １人

在宅医療コーディネーター（会計年度任用職員） １人

－令和５年度－ （令和５年４月１日現在）

健幸福祉部 福祉課

スポーツ推進課

健康長寿課

保健センター

休日急患診療所
保健医務グループ

和泉診療所

健康保養施設

長寿グループ

地域包括支援グループ
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保健・医療・福祉サービス拠点施設：結とぴあ

令和５年度歳出予算額【当初】 （単位：千円）

会計区分 費 目 金 額

一般会計

保健衛生総務費 ６５，４７３

予防費 ２２８，５６０

健康増進費 １５９，３８６

休日急患診療所費 １１１，２５５

健康保養施設費 ４４，３９３

計 ６０９，０６７

和泉診療所事業特別会計

一般管理費 ５８，０３０

医業費 ２９，３９３

元金 ３，８７３

利子 １５

予備費 ２００

計 ９１，５１１
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３ 医 療

１〕医療施設数

R４．３．３１現在

２〕医療従事者数

R２．１２．３１現在

※ 奥越健康福祉センター調べ

４ 人 口 動 態

１〕大野市の総人口

（１）人口の推移（外国人登録者数含む）

（各年４月１日現在）

医療施設数 病院 ４

一般診療所 ２４

歯科診療所 ９

病床数 病院 １８８

一般診療所 １９

歯科診療所 ０

医療従事者数 （人） 医師 ２６

歯科医師 １５

薬剤師 ２９

保健師 ２１

助産師 １

看護師 １１５

准看護師 １２６

35,487 35,026 34,626 34,202 33,735 33,249 32,630 32,083 31,358 30,767

11,768 11,708 11,779 11,756 11,744 11,807 11,768 11,748 11,596 11,578

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5

人口(人） 世帯数（世帯）
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（２）人口ピラミッド 令和５年４月１日現在 人口 ３０，７６７人

（３）老年人口割合（６５歳以上の割合）

(外国人登録者数を含む)

31.42

32.47
33.18

33.92

34.85
35.51

36.03
36.81

37.37
37.75

28.00 

30.00 

32.00 

34.00 

36.00 

38.00 

40.00 

H26 H27 H28 H29 H30 H31 Ｒ2 R3 R4 R5

（%）

老年人口割合＝老年人口／人口総数
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２〕人口動態統計

※福井県ホームページ・地域福祉課・統計資料（第３表人口動態実数及び率）より

区分

死 亡 出 生 乳 児 死 亡 死 産

数

（人）

率

（％）

数

（人）

率

（％）

数

（人）

率

（％）

数

（人）

率（％）

大野市

２４年 524 15.5 226 6.7 0 0.0 6 25.9

２５年 475 14.2 228 6.8 0 0.0 7 29.8

２６年 450 13.6 222 6.7 0 0.0 4 17.7

２７年 498 15.0 215 6.5 0 0.0 3 13.8

２８年 504 15.6 205 6.3 0 0.0 5 15.5

２９年 507 15.9 198 6.2 0 0.0 2 10.0

３０年 481 15.3 192 6.1 0 0.0 3 15.4

元年 561 18.2 160 5.2 0 0.0 4 24.4

２年 457 14.6 190 6.1 1 5.3 4 20.6

３年 540 17.6 156 5.1 0 0.0 4 25.0

福井県

２４年 8,795 11.1 6,712 8.5 14 2.1 169 24.6

２５年 8,764 11.2 6,461 8.2 12 1.9 149 22.5

２６年 8,817 11.3 6,166 7.9 12 1.9 161 25.4

２７年 8,971 11.5 6,230 8.0 11 1.8 147 23.1

２８年 9,228 11.9 6,112 7.9 16 2.6 146 23.3

２９年 9,347 12.2 5,856 7.6 11 1.9 107 17.9

３０年 9,221 12.1 5,826 7.6 8 1.4 128 21.5

元年 9,593 12.7 5,307 7.0 12 2.3 120 22.1

２年 9,286 12.1 5,313 6.9 24 4.5 93 17.2

３年 9,721 12.8 5,223 6.9 6 1.1 103 19.3

全 国

２４年 1,256,359 10.0 1,037,231 8.2 2,299 2.2 24,800 23.4

２５年 1,268,436 10.1 1,029,816 8.2 2,185 2.1 24,102 22.9

２６年 1,273,004 10.1 1,003,539 8.0 2,080 2.1 23,524 22.9

２７年 1,290,444 10.3 1,005,677 8.0 1,916 1.9 22,617 22.0

２８年 1,307,748 10.5 976,978 7.8 1,928 2.0 20,934 21.0

２９年 1,340,397 10.8 946,065 7.6 1,761 1.9 20,358 21.1

３０年 1,362,470 11.0 918,400 7.4 1,748 1.9 19,614 20.9

元年 1,381,093 11.2 865,239 7.0 1,654 1.9 19,454 22.0

２年 1,372,755 11.1 840,835 6.8 1,512 1.8 17,278 20.1

３年 1,439,856 11.7 811,622 6.6 1,399 1.7 16,277 19.7

（注） 死亡・出生率：人口１，０００人対

乳児死亡率 ：出生１，０００人対

死産率：出産（出生＋死産）１，０００人対
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５ 疾病統計（国保データベースシステム（KDB)より令和４年５月分のデータを抽出）

１〕国民健康保険加入者

（１）疾病分類別診療費

令和４年５月末時点での国民健康保険加入者６，５４１人である。

診療費総額は、約２億１，２３４万円となっている。

疾病分類別にみると、新生物の診療費が約３，４２５万円で最も高額となり、

次いで循環器系の約３，３０７万円が続く。

新生物

循環器系

筋骨格系

内分泌、栄養

精神の障害

神経系

腎尿路生殖器系

消化器系

呼吸器系

損傷、中毒及びその他

眼疾患

分類されないもの

感染症

皮膚疾患

血液・免疫系

その他

耳疾患

先天奇形・染色体異常

妊娠、分娩及び産じょく

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 

3,425 
3,307 

2,417 

1,881 

1,531 

1,430 

1,395 

1,297 

1,168 

1,047 

702 

424 

368 

279 

261 

154 

117 

29 

2 

診療費　　　　　　　　　　(単位：万円）
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（２）疾病分類別件数

総診療件数は、４，９８５件である。

うち、循環器系は８９１件で最も多く、全体の診療費も高い。

次いで、内分泌、栄養が８６０件、筋骨格系が５３５件と続く。
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（３）疾病別１件あたり診療費

血液・免疫系にかかる１件あたりの診療費が、約２３．７万円と最も高額である。

次いで、新生物が約１８．０万円、先天奇形・染色体異常が約９．８万円となって

いる。
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先天奇形・染色体異常

特殊目的

耳疾患

その他

皮膚疾患

血液・免疫系

感染症

分類されないもの

精神障害

眼疾患

腎尿路生殖器系

損傷、中毒及びその他

神経系

内分泌、栄養

消化器系

呼吸器系

新生物

筋骨格系

循環器系

0 5,000 10,000 15,000

0 

9 

151 

301 

329 

408 

504 

512 

1,337 

1,548 

2,395 

2,403 

2,690 

2,731 

3,283 

4,698 

4,775 

5,303 

10,006 

診療費 (単位：万円）

２〕後期高齢者

（１）疾病分類別診療費

令和４年５月末時点での後期高齢者医療保険加入者６，０７０人である。

診療費総額は、約４億３，３８３万円である。

疾病分類別にみると、循環器系の診療費が約１億６万円で最も突出している。

次いで、筋骨格系約５，３０３万円、新生物が約４，７７５万円である。
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件数 (単位：件）

（２）疾病分類別件数

総診療件数は、７，４２３件である。

うち、循環器系の件数が１，８５３件で最も突出している。
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診療費 (単位：万円）

（３）疾病別１件あたり診療費

血液・免疫系が、約２２．７万円と最も多い。

次いで、新生物が約２１．４万円で、損傷、中毒及びその他が約１５．８万円と続

く。



- 17 -

６ 大野市保健対策推進協議会

【大野市保健対策推進協議会】

大野市保健対策推進協議会設置規程に基づき設置している。

協議会では、市が実施する各種健康診査、健康相談、健康栄養相談、食生活改善等自

主組織の育成、健康教育等住民の健康づくりの方策等について体系的、総合的に調査審

議する。

【関係機関】

大野市医師会・大野市歯科医師会・奥越健康福祉センター・大野市薬剤師会・大野市区長

連合会・大野市小中学校校長会・大野商工会議所・大野市老人クラブ連合会・大野市連合

ふわわ女性の会・ＪＡ福井県女性部テラル支部・大野市食生活改善推進員連絡協議会

【協議内容】

令和４年８月５日（金）開催

（主な協議内容）

・第３次健康おおの２１推進項目の取組について

・令和３年度保健事業実施状況について

・令和４年度健康づくり事業について
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７ 栄養改善事業

１〕食生活改善推進員の活動

令和 4年度の推進員数は６２名。例年は、一般の住民を対象とし、調理実習をメインとした講習会を

開催しているが、令和 4年度は、新型コロナ感染症拡大防止のため、研修会等は中止した。

（１）食生活改善推進員地区研修会

テーマを設定し、推進員対象の研修会を行い、今後の活動に必要な知識を習得する。

（２）食生活改善推進員による地区活動

研修会を基に推進員がリーダーとなり、地域で講習会を実施しているが、新型コロナ感染症拡大防止

のため、住民対象に地区で啓発する活動を中止した。

（３）その他の活動

食生活改善推進員は、その他にも食生活改善のための多彩なボランティア活動を展開している。

【主な活動】

テーマ 実施地区 回数（回） 人数（人） 実 施 場 所

６地区 中止

テーマ 実施地区 回数（回） 人数（人） 実 施 場 所

６地区 中止

市との連携事業 その他の事業

・ 野菜の日キャンペーンレシピ提供

・ 食守フェスタ

・ ヘルスメイト自主研修会

・ B&G 塾

・ おやこの食育教室

・ 生涯骨太クッキング

・ 男性のための料理教室

・ 健康寿命延伸プロジェクト（シニアカフェ）

・ 事業所サポート事業

・ ふくい 100 彩ごはん

・ 食育推進月間事業

・ 伝承料理普及
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８ 特定健康診査・特定保健指導事業

「高齢者の医療の確保に関する法律」の施行に伴い、平成２０年度より、４０～７４歳の大野市国民健

康保険の被保険者を対象に特定健康診査・特定保健指導を開始した。

また、平成２３年度からは集団健診に加え個別健診も導入している。 令和２年度からは、新型コロナ

ウイルス感染症の影響で受診者数や受診者率が低下した。 （Ｒ５．５月時点）

１〕特定健康診査

受診者数 （人） 対象者人数

年度 40～64 歳 65～74 歳 40～64 歳 65～74 歳

30 623 1,845 1,945 3,915

31 589 1,836 1,827 3,709

R2 384 1,475 1,602 3,574

R3 424 1,563 1,591 3,563

R4 395 1,587 1,540 3,473

受診率 （％）

年度 40～64 歳 65～74 歳

30 32.0 47.1

31 32.2 49.5

R2 24.0 41.3

R3 26.6 43.9

R4 25.6 45.7
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２〕特定保健指導

特定健康診査の結果から、受診者全員を保健指導の必要性ごとに「情報提供」「動機付け支援」「積極

的支援」の３つに区分（階層化）。「動機付け支援」および「積極的支援」の該当者から医療を要する者を

除き、特定保健指導を実施した。 （Ｒ５．５月時点）

実施者数 （人） 対象者人数

年度 積極的支援 動機付け支援 積極的支援 動機付け支援

30 12 94 41 191

31 10 56 46 164

R2 4 30 20 123

R3 2 20 37 145

R4 3 34 15 118

実施率 （％）

年度 積極的支援 動機付け支援

30 29.3 49.2

31 21.7 34.1

R2 20.0 24.4

R3 5.4 13.8

R4 20.0 28.8
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３〕生活習慣病健診・後期高齢者健診

若年からの健康管理として３９歳以下の希望者に対し生活習慣病健診を実施した。

また、平成２０年４月から後期高齢者医療制度の開始に伴い、７５歳以上の生活習慣病健診は後期高

齢者健康診査として実施している。 （Ｒ５．５月時点）

※その他：特定健診必須項目欠陥者・国保資格途中喪失者等

受診者数 （人）

年度 ３９歳以下 ７５歳以上 ※その他 合計

30 124 934 8 1,066

31 127 908 5 1,040

R2 90 798 9 897

R3 101 748 5 854

R4 69 805 6 880
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９ 健康増進事業

１〕健康教育

２〕健康相談

※新型コロナ（主にワクチン接種）についての相談を含むため、電話相談が増加しています。

項目 講座名等

開催

回数

（回）

延人

数

（人）

実人

数

（人）

従事者延人数（人）

医師・

歯科医師
保健師

管理

栄養

士

その

他
計

市
主
催
分

健康プラスデー（軽体操講

座）
10 314 106 0 10 10 0 20

血管みえるみえる講座 4 84 46 0 12 12 4 28

糖尿病予防教室 １ 46 46 1 1 1 2 5

団体からの依頼分 6 168 168 0 6 0 0 6

合 計 21 612 366 1 29 23 6 59

内 容

実施

回数

（回）

被指導

延人数

（人）

従事者延人数（人）

医

師

歯

科

医

師

歯

科

衛

生

士

保

健

師

看

護

師

管

理

栄

養

士

歯

科

助

手

計

重点施策

歯科相談 15 271 0 0 30 0 0 0 ０ 30

歯科検診（休日健診・和泉地区） 5 46 0 5 0 4 0 0 １ 10

総合相談

健康栄養相談 7 16 0 0 0 7 0 6 0 13

健康プラスデー 12 1,275 0 0 0 24 0 24 0 48

電話相談 2,659 2,659 0 0 0 2,530 0 129 0 2,659

団体依頼分 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 2,698 4,267 ０ 5 30 2,565 0 159 1 2,760
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３〕各種がん検診

（１）肺がん検診

１）受診状況

※対象者数については、R２年度の国政調査に基づき算定された人数を記載。（４０歳以上の市民-職域対象者）

２）精密検査受診状況（令和３年度）※対象者数はＨ27 年度の国勢調査に基づき算定された人数を記載

３）精密検査結果（令和３年度）

４）受診状況（喀痰検査）

※集団のみ ※受診者のうち 50 歳以上の高危険群は 21 人

（２）胃がん検診

１）受診状況

※対象者数については、R２年度の国政調査に基づき算定された人数を記載。（４０歳以上の市民-職域対象者）

※Ｈ28 年度から 50 歳以上個別検診で内視鏡が選択できるようになった。※Ｈ29 年度から隔年受診に変更した
※受診率＝((前年度の受診者数)＋(当該年度の受診者数)－(前年度および当該年度における 2年連続受診者数))/(当該年度の対象者数)×100

２）精密検査受診状況（令和３年度）※対象者数はＨ27 年の国勢調査に基づき算定された人数を記載

対象者人数

受診者（40 歳以上）

総受診者数 集団 個別
対象者に

対する割合

10,195 2,472 1,683 789 24.2％

対象者人数

受診者（40 歳以上） 所見なし

要精密

検査人数

要精

検率

精密検査

受診者数

精密検査

受診率総受診者数 集団 個別
対象者に

対する割合
人数 率

10,993 2,424 1,695 729 22.1％ 2,234 92.2％ 190 7.8％ 98 51.6％

喀痰配

布者数

受診

数
受診率

所見なし 要精密検査

人数

要精

検率

精密検査

受診者数

精密検査

受診率

検体不適当

要再検人数 率

43 36 83.7％ 36 100.0 0 0 0 0 0

対象者人数

受診者（40 歳以上）

総受診

者数

（A）

集団
個別
(内視鏡)

個別
(透視)

対象者に

対する割合

前年度の

受診者数

(B)

2 年連続

受診者数

(C)

A+B-C

（Ｄ）
受診率

(Ｄ)/R4対象数

9,797 970 548 390 32 9.9％ 865 0 1,835 18.7％

対象者人数

受診者（40 歳以上） 所見なし

要精密検

査人数
要精検率

精密検査

受診者数

精密検査

受診率総受診

者数
集団

個別
(内視鏡)

個別
（透視）

対象者に

対する割合
人数 率

10,993 865 497 327 41 7.9％ 815 94.2％ 50 5.8％ 40 80.0％

内容 人数 内容 人数

肺がん 1 肺結核 0

肺がん疑い（GGN以外） 2 非結核性抗酸菌症 5

肺がん疑い（GGN） 3 その他の炎症 18

転移性肺腫瘍 0 その他 16

胸腔内その他の悪性腫瘍 0 異常なし 52

胸腔内その他の良性腫瘍 1 合計 98
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３）精密検査結果（令和３年度）

（３）大腸がん検診

１）受診状況

※対象者数については、R２年度の国政調査に基づき算定された人数を記載。（４０歳以上の市民-職域対象者）

２）精密検査受診状況 （令和３年度） ※対象者数については、Ｈ27 年度の国政調査に基づき算定された人数を記載

３）精密検査結果 （令和３年度）

（４）子宮がん検診

１）受診状況

※対象者数については、R２年度の国政調査に基づき算定された人数を記載。（２０歳以上の市民-職域対象者）

※妊婦健診における子宮がん検診受診者は含まない ※Ｈ29 年度から隔年受診に変更した
※受診率＝((前年度の受診者数)＋(当該年度の受診者数)－(前年度および当該年度における 2年連続受診者数))/(当該年度の対象者数)×100

２）精密検査受診状況（令和３年度） ※対象者数はＨ27 年の国勢調査に基づき算定された人数を記載

３）精密検査結果（令和３年度）

内容 人数 内容 人数 内容 人数

がん早期 4 胃潰瘍瘢痕 4 胃・十二指腸瘢痕 0

がん進行 0 十二指腸潰瘍 1 その他 18

ポリープ 4 十二指腸瘢痕 0 異常なし 7

胃潰瘍 2 胃・十二指腸潰瘍 0 合計 40

対象者人数

受診者（40 歳以上）

総受診者数 集団 個別
対象者に

対する割合

10,195 2,249 1,561 688 22.1％

対象者人数

受診者（40 歳以上） 所見なし

要精密

検査人数
要精検率

精密検査

受診者数

精密検査

受診率
総受診

者数
集団 個別

対象者に

対する割合
人数 率

10,993 2,491 1,964 527 22.7％ 2,376 95.4% 115 4.6％ 83 72.2％

内容 人数 内容 人数

がん早期 3 大腸炎 2

がん進行 2 痔 15

ポリープ腺腫 48 大腸憩室 4

ポリープ過形成 2 その他 0

ポリープその他 0 異常なし 7 合計 83

対象者人数

受診者（20 歳以上）

総受診

者数

（A）

集団 個別
対象者に

対する割合

前年度の

受診者数

(B)

2 年連続

受診者数

(C)

A+B-C

（Ｄ）

受診率

(Ｄ)/R4 対象数

6,616 795 414 381 12.0％ 857 9 1,643 24.8％

対象者人数

受診者（20 歳以上） 所見なし
要精密

検査人数
要精検率

精密検査

受診者数

精密検査

受診率
総受診

者数
集団 個別

対象者に

対する割合
人数 率

7,214 857 409 448 11.9％ 854 99.6% 3 0.4％ 3 100.0％

内容 人数

CIN3＋AIS 0

ＣＩＮ
1 0

2 3

その他 0 合計 3
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（５）乳がん検診

１）受診状況

※対象者数については、R２年度の国政調査に基づき算定された人数を記載。（４０歳以上の市民-職域対象者）

※受診率＝((前年度の受診者数)＋(当該年度の受診者数)－(前年度および当該年度における 2年連続受診者数))/(当該年度の対象者数)×100

２）精密検査受診状況（令和３年度） ※対象者数については、Ｈ27 年度の国政調査に基づき算定された人数を記載

※乳がん検診は、視触診と X線（マンモグラフィー）の単独検診であり、隔年受診

（６）前立腺がん検査

前立腺検査は、５０歳以上の男性を対象に平成１９年度より集団検診にて実施した。血液ＰＳＡ検査を実施している。

平成２９年度から市内協力医療機関で、令和元年度からは奥越地域の協力医療機関で個別検診も実施している。

１）受診状況

※対象者数については、５０歳以上の市民-市民税特別徴収者で算定

（７）各種がん検診受診率の推移

※平成２９年度から、隔年受診の胃・乳・子宮頸がん検診の受診率算出方法を下記のとおり変更する

受診率＝((前年度の受診者数)＋(当該年度の受診者数)－(前年度および当該年度における 2年連続受診者数))/(当該年度の対象者数)×100

対象者人数

受診者（40 歳以上）

総受診者数

（A）
集団 個別

対象者に

対する割合

前年度の

受診者数

(B)

2 年連続

受診者数

(C)

A+B-C

（Ｄ）
受診率

(Ｄ)/R4 対象数

6,190 769 498 271 12.4％ 886 4 1,651 26.7％

対象者人数

受診者（40 歳以上） 所見なし
要精密

検査

人数

要精検率
精密検査

受診者数

精密検査

受診率総受診者数 集団 個別
対象者に

対する割合
人数 率

6,682 886 676 210 13.3％ 839 94.7％ 47 5.3％ 45 95.7％

対象者

人数
総受診者数 集団 個別

対象者に

対する割合

所見なし 所見あり

人数 率
要精検人数

（ＰＳＡ4.0 以上）
率

5,012 846 574 272 16.9％ 776 91.7％ 70 8.3％

（％）

種類
平成

２７年度

平成

２８年度

平成

２９年度

平成

３０年度

令和

元年度

令和

２年度

令和

３年度

令和

４年度

肺がん 27.3 25.4 25.9 27.7 25.3 21.9 22.1 24.2

胃がん 13.6 14.4 20.6 17.4 18.5 14.5 16.4 18.7

大腸がん 23.6 21.1 23.9 25.7 24.9 22.2 22.7 22.1

子宮がん 20.4 17.7 27.6 23.0 26.6 24.0 24.5 24.8

乳がん 16.6 12.4 28.4 28.5 28.0 25.6 24.6 26.7

前立腺がん 14.4 14.2 15.1 17.0 13.9 16.1 15.6 16.9

３）精密検査結果 （令和３年度）

内容 人数

がん 3

乳腺症 9

繊維腺腫 4

その他 8

異常なし 21

合計 45
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※乳がん検診は平成 17 年度から隔年受診であるが、平成 28 年度までは当該年度の受診者数のみで算出している。

（８）各種がん検診受診者数の推移

【集団】

種類 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度

肺がん 2,709 2,488 2,257 2,396 2,177 1,681 1,695 1,683

胃がん 1,472 1,361 306 988 327 618 497 548

大腸がん 2,291 1,991 1,991 2,316 2,255 1,921 1,964 1,561

子宮頸がん 1,128 986 349 731 347 363 409 414

乳がん 915 720 792 714 719 538 676 498

前立腺がん 851 840 725 144 725 574 558 574

【個別】

種類 H27 年度 H28 年度 H29 年度 H30 年度 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度

肺がん 559 556 556 645 604 725 729 789

胃がん 162 248 51 63 54 41 41 32

胃がん（内視鏡） 188 316 283 275 327 390

大腸がん 535 537 537 510 482 517 527 688

子宮頸がん 521 444 214 366 477 565 448 381

乳がん 310 198 202 207 236 227 210 271

前立腺がん 161 798 209 271 272 272
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（９）胃がんリスク検診（ＡＢＣ検査）

血液によるピロリ菌抗体・ペプシノゲン検査により、将来の胃がんリスクを評価する検査。集団検診にて、

30 歳の対象者に実施した。

４〕訪問指導

メタボリックシンドローム対象者や特定高齢者等を対象に、保健師・管理栄養士が訪問指導を実施した。

区分

要指導者

（健診事後・介護予防）
認知症高齢者・精神 合計

実人員 延人員 実人員 延人員 実人員 延人員

３９歳以下 0 0 0 0 0 0

４０～６４歳 1 2 0 0 1 2

６５～６９歳 0 0 0 0 0 0

７０歳以上 6 10 0 0 6 10

計 7 12 0 0 7 12

対象数
受診

者数

陽性者

(Ｂ、Ｃ、Ｄ

判定)

精密検査

調査票

配布数

精密検査

調査票

回収数

精密検査

(胃内視鏡)

受診者数

精密検査（内視鏡）

の結果

（再掲）

所見ありの

うちピロリ菌

除菌者所見なし 所見あり

252 22 8 8 2 1 0 1 1
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１０ 健康づくり応援事業

１〕おおのヘルスウォーキングプログラム

『歩くことから始まる健康づくり』を推進するため、令和２年度から開始。専用の活動量計

を用いて歩数を計測し、歩数や定期的な体組成の測定、各種健康づくりイベントの参加にポ

イントを付与。ICT を活用し、スマホで自分自身の歩数や体組成データを確認したり、アプリ

に含まれる健康情報を閲覧することもでき、健康無関心層を含め、自然と健康になれるまち

づくりの推進を目指している。

①参加者の状況

②関連講座等

２〕健康★食守フェスタ

健康づくりの機運醸成のため、スポーツ推進課、農業林業推進課と連携した「健康★食守フェス

タ」を開催。食に関するパネル展示や健康食の試食、体力測定、健康チェック、谷本道哉氏による

講演会を行った。

３〕健幸アンバサダー養成講座

”クチコミ”によって健康情報を広げ、ヘルスリテラシー向上を図るため、健幸アンバサダーの新規

養成を行った。健幸アンバサダーには、「アンバサダー通信」を送付して健康情報を提供。

項 目 令和２年度 令和３年度 令和４年度

新規参加者数 ２００ ５２２ ９６０

継続参加者数 １７８ ６７０

合 計 ２００ ７００ １，６３０

項 目 回数
参加

人数

（再掲）うち

ﾍﾙｽｳｫｰｷﾝｸﾞ

参加者

備 考

運動講座 ２ ６６ ６４
講師：福井ユナイテッド トレーナー

①正しい歩き方講座 ②筋トレ講座

モールウォーク ７ １３６ １１８
ショッピングモールヴィオにて１～２月

に実施

公民館等との

コラボ企画
１０ ３７１ １７４

公民館主催のｳｫｰｷﾝｸﾞ講座にﾎﾟｲﾝﾄ

付与するなど

項 目 回数 参加人数

健康★食守フェスタ １ ４０１

項 目 回数 養成人数

健幸アンバサダー養成講座 １ ８２
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１１ 高齢者の健康づくり推進事業

１〕フレイル予防事業

高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる社会の実現に向け、東京大学

が作成したフレイル予防プログラムを使用し、フレイル予防事業を実施した。

フレイル予防を推進するための市民ボランティアである「フレイルサポーター」を

養成し、市民を対象としたフレイルチェックにより、フレイル兆候の早期発見や予防

のポイントについて啓発活動を行った。

①フレイルサポーター養成状況 ※令和４年度は養成講座の実施なし

②事業実績

③フレイルサポーター活動状況

④研修会

項 目 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度
累計

養成者数

新規養成者数 ２６ １７ １４ ０ ５７

項 目 内容
会

場

回

数

参加者

実人数

参加者

延人数

フレイルチェック

公民館等を会場に開催

するサポーターを中心と

したフレイル予防教室
２ ２ ４８ ４８

フレイル予防ミニ出前講座

集落センターに出向いて

フレイルの簡易チェック

等を行うミニ講座
10 10 ９７ ９７

項 目 会場数 回 数
サポーター

実人数

サポーター

延人数

養成講座の協力（実技指導） ０ ０ ０ ０

フレイルチェック ２ ２ １７ １８

フレイル予防ミニ出前講座 １０ １０ ２２ ２５

項 目 回 数 参加者数

フレイルチェック練習会 ０ ０

フォローアップ研修会 １ ２５

ふくいフレイルコミッティー

（オンライン参加）
１ １５
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１２ 地域介護予防活動支援事業

１〕元気づくり体操クラブ in 下庄

心身機能の維持回復に必要な訓練を行うことにより、閉じこもりを防止するとともに日常生活能力の

自立を助長し、介護を要する状態となることを予防することを目的としている。

心身機能の老化及び障害等により運動機能が低下している者又は健康体力の維持増進を希望する

者を対象に、結の故郷健康サポーターが主な指導者となって下庄公民館を会場に体操を行った。

※保健センターを会場とした「元気づくり体操クラブ」は、令和３年度末で終了。

※本事業は、令和４年度末で終了。

＜実施回数と参加者数＞

＜従事者数＞

実施回数（回） １０回

参加者（人）

実人数（人） 延人数（人）

年齢区分
６４歳以下 ０ ０

６５歳以上 ２６ １２５

合計 ２６ １２５

職種 延人員 備考

保健師 １０

看護師 ０

管理栄養士 ０

外
部
講
師

理学療法士 ０

健康運動指導士 ０

インストラクター ０

その他 ０

結の故郷健康サポーター ４０ 実２０人

計 ５０



-31-

２〕結の故郷健康サポーター

平成２５年より市民の健康づくりを推進することを目的として、結の故郷健康サポーターを養

成・育成している。サポーターは、市と協働で家庭や地域で健康づくりや介護予防を支える活動

に取り組んでいる。（令和４年度 登録人数：４８人）

＜活動状況＞

項 目 回数 人数(実) 人数（延）

元気づくり体操クラブ in 下庄 １０ ２０ ４０

健康プラスデー １０ １４ １４

交流研修会 １ ２９ ２９

集団検診 ２１ ２１ ２１

健康★食守フェスタ ７ ７ ７

計 ４９ ９１ １１１
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１３ 母子保健事業

１〕１歳６か月児健康診査

（１）受診状況（内科）

（２）歯科健診

２〕２歳児健診（発達相談）

１歳６か月児健診において保護者から発達相談の希望があった児に対し、２歳児健診を実施。心

理士と保健師が発達にかかる検査、相談を行い必要な支援につなげる（令和元年７月開始）。

年

度

対

象

者

数

受

診

者

数

受

診

率

疾患及び異常の延件数

身体面 精神面 そ

の

他

身

体

発

育

熱

性

け

い

れ

ん

運

動

機

能

眼

科

異

常

て

ん

か

ん

性

疾

患

先

天

異

常

耳

鼻

咽

喉

科

疾

患

血

液

疾

患

皮

膚

疾

患

循

環

器

系

疾

患

呼

吸

器

系

疾

患

消

化

器

系

疾

患

泌

尿

器

系

疾

患

そ

の

他

精

神

発

達

精

神

行

動

30 185 185 100 14 0 2 0 0 3 0 0 2 1 2 0 0 4 44 29 15

31 205 197 96.1 3 0 6 0 0 0 0 0 6 1 3 0 2 2 34 47 2

R2 178 177 99.4 21 0 8 1 0 0 2 0 8 0 4 0 3 2 38 30 8

R3 176 171 97.2 0 0 5 0 0 3 0 0 3 0 0 1 0 0 42 17 10

R4 168 167 99.4 6 0 1 0 0 1 0 0 0 3 0 0 0 0 39 30 11

年

度
（
年
）

対
象
者
数
（人
）

受
診
者
数
（人
）

受
診
率
（
％
）

虫
歯
保
有
者
（人
）

虫
歯
保
有
率
（％
）

虫
歯
総
本
数
（
本
）

一
人
当
り
数
（本
）

軟
組
織
異
常
（
人
）

咬
合
異
常
（人
）

そ
の
他
異
常
（
人
）

２９ ２０４ ２０４ １００ １ ０．５ １ １．０ ０ ６ ０

３０ １８５ １８４ ９９．５ ４ ２．２ ９ ２．３ ０ １０ ９

３１ ２０５ １９７ ９６．１ １ ０．５ ２ ２ ０ １ ０

R２ １７８ １７７ ９９．４ １ ０．６ ２ ２ ０ １ ８

R３ １７１ １７１ １００ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ４

R４ １６７ １６７ １００ １ ０．６ ８ ８ ０ ３ ４

年度 ３１ R２ R３ R４

対象者 １５人 １７人 １７人 １６人
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３〕３歳児健康診査

（１）受診状況（内科）

※平成２８年度より対象を３歳１か月から３歳６か月で実施するように変更した。

（２）歯科健診

（３）発育状況 （人）

（４）尿検査状況 （人）

年

度

対

象

者

数

受

診

者

数

受

診

率

疾患及び異常の延件数

身体面 精神面 そ

の

他

身

体

発

育

熱

性

け

い

れ

ん

運

動

機

能

眼

科

異

常

て

ん

か

ん

性

疾

患

先

天

異

常

耳

鼻

咽

喉

科

疾

患

血

液

疾

患

皮

膚

疾

患

循

環

器

系

疾

患

呼

吸

器

系

疾

患

消

化

器

系

疾

患

泌

尿

器

系

疾

患

そ

の

他

精

神

発

達

精

神

行

動

30 226 226 100 3 0 3 38 0 0 6 0 9 5 1 1 20 2 29 56 17

31 202 189 93.6 0 0 1 25 0 0 2 0 3 1 1 0 20 4 13 37 8

R2 210 208 99.0 3 0 1 41 0 1 6 0 21 4 7 0 45 1 30 28 8

R3 204 198 97.1 6 0 1 29 1 0 1 0 12 2 1 0 15 0 28 27 2

R4 169 169 100 0 0 1 24 0 0 0 0 0 1 0 0 6 1 15 29 7

年

度
（
年
）

対
象
者
数
（人
）

受
診
者
数
（人
）

受
診
率
（
％
）

虫
歯
保
有
者
（人
）

虫
歯
保
有
率
（％
）

虫
歯
総
本
数
（
本
）

一
人
当
り
数
（本
）

軟
組
織
異
常
（
人
）

咬
合
異
常
（人
）

そ
の
他
異
常
（
人
）

２９ ２３５ ２２８ ９７．０ ５３ ２３．２ １５３ ２．９ ０ ４ ２

３０ ２２６ ２２５ ９９．６ ６２ ２７．６ １５７ ２．５ ０ ８ １４

３１ ２０２ １８９ ９３．６ ３９ ２０．６ １１４ ２．９ ０ ５ ２

R２ ２１０ ２０８ ９９．０ ３６ １７．３ １１４ ３．２ ０ １７ ９

R３ １９８ １９８ １００ ３８ １９．２ ７７ ２．０ ０ １０ ６

R４ １６９ １６９ １００ １６ ９．５ ４６ ２．９ ０ ６ ６

受診者
蛋 白 糖

+ ++以上 + ++以上

１６９ ０ ０ ０ １

肥 満 度

１５～１９％ ２０～２９％ ３０～４９％ ５０％以上 計

６ １ ０ ０ ７
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４〕幼児歯科健診とフッ素塗布

令和２年度から３歳児健診において、希望者にフッ素塗布を実施。令和３年度からは１歳６か月児

健診においても同様に実施している。

（１歳６か月児健診） 対象者数：１６７人 実施数：１６１人 実施率：９６．４％

（３歳児健診） 対象者数：１６９人 実施数：１５３人 実施率：９０．５％

※例年６月に実施していた大野市歯科医師会主催の歯科健診・フッ素塗布は、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため中止

５〕母子健康手帳の交付

６〕不妊治療費助成事業

この事業は、保険診療適用外の不妊検査や一般不妊治療・特定不妊治療に対して、かかった費用

の一部を助成するもので、平成１７年度から実施している。

助成額は治療に要した費用から県が実施する助成額を引いた額とする。（限度額３００，０００円/年）

＜助成件数＞

年度 妊娠届出数（件） 再発行数（件） 交付数（件）

３１ １８４ １ １８８

R２ １５８ ８ １６７

R３ １５０ ２ １５６

R４ １３１ ６ １３８

年度 実件数（組） 延件数（件） 妊娠件数

３０ ２７ ５１ ７

３１ ２７ ４９ １３

R２ ２５ ３８ ３

R３ ４０ ４６ ２２

R４ １２ １２ ４
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７〕妊婦情報事前登録制度

令和２年２月より、万が一の救急車利用に備えて、妊婦さんに関する情報を事前に健

康長寿課に登録してもらう制度を実施。（任意）消防署と情報を共有し、スムーズな搬

送につなげる。

登録数(令和４年４月～令和５年３月)：１０３件

８〕離乳食教室（育児相談会と併せて実施）

９〕育児相談会

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、離乳食個別相談予約枠の導入や予約者へ

の受付時間の分散案内等を実施。

※８月前半の育児相談会は大雨のため中止

１０〕多胎妊産婦交流会

就学前の多胎児とその保護者及び多胎児を妊娠中の方とその家族を対象に、保健センター

にて実施。 実施回数：３回 対象者：１８組

１１〕母子訪問指導

・平成１９年８月より「こんにちは赤ちゃん事業」として生後４か月までの乳児の全戸訪問を実施。

対 象 回 数（回） 対象児数（人） 参加児数（人） 内容

２か月児 １１ １４７ ５６ 離乳食準備期の話等

５か月児 １２ １５４ ７６ 離乳食講習会等

合 計 ２３ ３０１ １３２

実施日 参加者

第１回 令和４年８月２０日(土) ６組（双子：５組 妊婦：１組）

第２回 令和４年１１月１９日(土) ２組（双子：２組）

第３回 令和５年３月４日(土) １組（双子：１組）

年 度
訪問件数(人) 従事者(人)

妊産婦 新生児 乳児 幼児 保健師 看護師 助産師 管理栄養士

３０ １９４ ３４ １７９ ８５ ７ １ １ １

３１ １４９ １２ １３７ ３８ ６ １ １ ０

R２ ２０５ １５ １９７ ２４ ７ ０ １ ０

R３ １９０ ２１ １７０ １１ ７ ０ １ ０

R４ １５８ １７ １３１ １０ ８ ０ １ ０

内 容
回数

（回）

参加者数（人）
備考

児 保護者等 合計

定例育児相談会 ２３ ４５６ ４５２ ９０８
会場：保健センター

（身体計測・相談等）
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１２〕妊産婦・乳児一般健康診査等

疾病の予防と早期発見のため、健康診査を医療機関に委託して実施している。

母子健康手帳交付時に、妊婦健診１４回、子宮頸がん検診１回、ＨＴＬＶ－１検査１回、性器クラミジ

ア検査１回、乳児健診（１か月児・４か月児・９～１０か月児）３回分の受診券を発行している。

※新生児聴覚検査および産婦健康診査（産後１か月）：令和２年度から実施

（１）妊婦一般健康診査（血圧、体重測定等） ※ 受診結果は重複有 （人）

（２）妊婦各種健康診査

（３）新生児聴覚検査

（４）産婦健康診査

（５）乳児一般健康診査 ※受診結果は複数有 （人）

１３〕 母乳外来等費用助成

授乳や育児で困った時に早めに助産師等に相談し、安心して育児をしていただけるよう、母乳外来

や助産師訪問にかかった費用の一部助成を実施。産後１年未満の産婦さんを対象とし、一人あたり３

回まで、１回３,０００円を助成する。（令和２年度から実施）

【実績】 利用実人数：２８人、利用延べ回数：５９回

受診票

交付実人数

受診数 受診結果

実人数 延人数 要精検
要治療

貧血

要治療

貧血以外
要経観

１５２ ２１２ １６２７ ３ ５５ ２２ １２２

項 目 受診者数（人）

子宮頸がん検査 １３１

ＨＴＬＶ－１抗体検査 １３６

性器クラミジア検査 １２５

項 目 受診者数 （人）

新生児聴覚検査（生後１か月以内） １３６

項 目 受診者数 （人）

産婦健康診査（産後１か月） １４６

対象 対象者数 受診者数
異常

なし
要指導 要観察 要精検 要治療

再掲）要治療内訳

内科

疾患

皮膚

疾患
その他

１か月 １５５ １４９ １３２ ２ ８ ４ ３ ３ １ １

４か月 １７２ １５０ １２９ ５ ８ ３ ５ ０ ５ ０

９～１０

か月
１７５ １２９ １１５ ２ ８ ２ ２ ０ ２ ０
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１４ 予防接種事業

１〕定期接種

Ａ類疾病 （集団予防に重点、努力義務あり）

種 別 標準的な接種時期
接種者数

（人）

ロタ

ロタリックス
１回目

初回接種は、生後２か月～出生１４週６日後

までの間

101

２回目 98

ロタテック

１回目 41

２回目 41

３回目 49

B 型肝炎

１回目

生後２か月～９か月に至るまでの期間

145

２回目 149

３回目 145

ヒブ
初回

１回目 初回（１－３回）：生後２か月～７か月に至る

まで

追加（４回目）：初回終了後７か月～１歳１か

月までの間隔をおく

145

２回目 151

３回目 142

追加 138

小児用肺炎球菌
初回

１回目 初回（１－３回）：生後２か月～７か月に至る

まで

追加（４回目）：初回終了後６０日以上の間隔

をおいて１歳～１歳３か月に至るまで

145

２回目 151

３回目 142

追加 138

四種混合
１期初回

１回目 初回（１－３回）：生後３か月～１歳に達

するまでの期間

追加（４回目）：初回（３回目）終了後１

歳～１歳６か月までの間隔をおく

150

２回目 141

３回目 148

１期追加 161

ジフテリア・破傷風二種混合 １１歳～１２歳に達するまでの期間 172

Ｂ Ｃ Ｇ 生後５か月～８か月に達するまでの期間 140

麻しん風しん１期 １歳～２歳に至るまでの間 131

麻しん風しん２期
５歳～７歳未満

201
※小学校入学前の１年

風しん５期

※S37.4.2～S54.4.1 生まれの男性で抗体検査の

11
結果、抗体がないと判定された者

抗体検査実施数 29

内、陰性者数 8

水痘

１回目 １回目：１歳～１歳３か月に達するまで 129

２回目
２回目：１回目終了後６か月～１２か月までの

間隔をおく
150
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Ｂ類疾病 （個人予防に重点、努力義務なし）

※ロタウイルスワクチンは、令和２年１０月から定期接種となった。

※子宮頸がん予防ワクチンは、平成２５年４月から定期接種となったが、平成２５年６月以降は国から積極的

勧奨の差し控えに関する勧告があったことにより、勧奨を中止している。その後、令和２年度に国からの通

知を受け、対象者に厚生労働省のリーフレットを送付することにより情報提供を行った。令和 4 年度から積

極的接種勧奨を開始している。

日本脳炎

１期初回
１回目 初回（１、２回目）：３歳～４歳に達するまで

の期間

204

２回目 180

１期追加
追加（３回目）：４歳～５歳に達するまでの期

間
258

２期 （４回目）９歳～１０歳に達するまでの期間

535２期（特例）

（※H13.4.2～H19.4.1 生）
高校３年生相当

子宮頸がん予防

１回目
中学１年生相当(11～16 歳まで)

※キャッチアップ含めず

59

２回目 52

３回目 46

種 別
対象者数

(人)

接種者数

(人)

接種率

(％)

高齢者

インフルエンザ

６０歳～６４歳厚生労働省令該当者 22 7 31.8

６５歳以上の高齢者 11,696 5,814 49.7

子ども

インフルエンザ

1歳～中学３年生 5,733

※1歳～小 6：2,494 人×2回接種

中学生：745 人×1回接種

この合計を対象者数として計上

1,348 23.5

高齢者用

肺炎球菌

６０歳～６４歳厚生労働省令該当者 15 0 0

６５歳の高齢者 456 158 34.6

７０歳の高齢者 346 73 21.1

７５歳の高齢者 324 54 16.6

８０歳の高齢者 197 33 16.8

８５歳の高齢者 204 36 17.6

９０歳の高齢者 157 19 12.1

９５歳の高齢者 76 14 18.4

１００歳の高齢者 16 1 6.3
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2〕特例臨時接種

新型コロナワクチン予防接種事業

新型コロナウイルス感染症による死亡・重症化予防、まん延防止のため、予防接種法に基づき、生後６

か月以上の市民を対象とした新型コロナワクチンの特例臨時接種を実施した。

１５ 結核予防事業

※肺がん検診受診対象者について計上（結核健康診断月報より）

※対象者は肺がん検診の受診券発行数

区分

間接撮影

対象者（人） 受診者（人） 受診率（％）

６５歳以上 ９，４７３ １，９２０ ２０．３

うち８０歳以上 ２，７７６ ４１７ １５．０

令和４年度 新型コロナワクチン予防接種接種数（延人数）

個別接種 集団接種（20回） 合計

接種数 接種数 接種数

４月 2,838 2,015 4,853

５月 1,249 154 1,403

６月 1,318 30 1,348

７月 3,758 0 3,758

８月 4,517 0 4,517

９月 2,879 0 2,879

１０月 2,154 112 2,266

１１月 3,832 1,411 5,243

１２月 3,863 1,451 5,314

１月 2,287 0 2,287

２月 1,922 0 1,922

３月 726 0 726

計 31,343 5,173 36,516

月
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１６ 地域医療対策事業

１〕休日急患診療所

（１）月別利用状況

（２）年度別利用状況

休日急患診療所

診療月
診療日数（日） 受診者数（人） 内科

（人）

小児科

（人）
外科

（人）

救急車 二次病院へ

土曜日 休日 土曜日 休日 計 搬入数（件） の転送（件）

令和４年 ４月 5 5 31 97 128 40 34 54 0 2

〃 ５月 4 8 25 216 241 66 70 105 4 2

〃 ６月 4 4 26 84 110 27 28 55 1 0

〃 ７月 5 6 32 151 183 49 50 84 4 2

〃 ８月 4 7 30 154 184 53 43 88 4 5

〃 ９月 4 6 12 129 141 42 44 55 1 1

〃 １０月 5 6 27 117 144 42 48 54 0 1

〃 １１月 4 6 27 109 136 38 40 58 1 0

〃 １２月 4 5 23 89 112 37 32 43 0 0

令和５年 １月 4 8 19 179 198 67 71 60 0 0

〃 ２月 3 6 31 363 394 120 238 36 2 1

〃 ３月 4 5 34 166 200 74 85 41 0 0

1合 計 50 72 317 1,854 2,171 655 783 733 17 14

1 日当平均受診者数 6 26 18

診療月
診療日数（日） 受診者数（人） 内科

（人）

小児科

（人）

外科

（人）

救急車 二次病院へ

土曜日 休日 土曜日 休日 計 搬入数（件） の転送（件）

平成２５年度 50 72 584 3,316 3,900 1,495 1,362 1,043 96 94

平成２６年度 48 72 572 3,654 4,226 1,637 1,498 1,091 108 73

平成２７年度 50 71 578 3,405 3,983 1,492 1,488 1,003 70 53

平成２８年度 50 72 615 3,521 4,136 1,673 1,466 997 63 51

平成２９年度 50 72 626 3,342 3,968 1,559 1,494 915 48 47

平成３０年度 50 74 505 3,521 4,026 1,688 1,423 915 40 30

令和元年度 50 77 514 3,498 4,012 1,561 1,562 889 42 34

令和２年度 50 70 291 1,479 1,770 576 745 449 16 14

令和３年度 51 71 361 1,730 2,091 622 687 782 15 24

令和４年度 50 72 317 1,854 2,171 655 783 733 17 14
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２〕和泉診療所

（１）月別利用状況

（２）年度別利用状況

※週５日から週３日に変更

和泉診療所

診療月
診療日数（日） 受診者数（人） 訪問看護

利用者数

救急車

搬入数

二次病院

への転送内 科 歯 科 内 科 歯 科

令和４年 ４ 16 12 374 124 0 0 1

〃 ５ 16 11 397 72 0 0 2

〃 ６ 16 13 354 108 0 0 1

〃 ７ 15 11 472 67 0 0 0

〃 ８ 16 12 529 85 0 0 1

〃 ９ 16 11 397 84 0 1 1

〃 １０ 16 11 365 104 0 0 0

〃 １１ 16 13 568 77 0 0 0

〃 １２ 15 12 467 83 0 0 1

令和５年 １ 15 10 322 77 0 1 0

〃 ２ 15 12 298 99 0 0 0

〃 ３ 16 12 331 93 0 1 1

合 計 188 140 4,874 1,073 0 3 8

一日当平均受診者数 26 8

診療月

診療日数（日） 受診者数（人） 訪問看護

利用者数

(人)

救急車

搬入数（件）

二次病院

への転送

（件）
内 科 歯 科 内 科 歯 科

平成２５年度 188 230 4,202 1,491 4 2 9

平成２６年度 190 231 5,184 1,807 46 8 11

平成２７年度 193 233 4,898 1,555 13 5 9

平成２８年度 191 234 5,153 1,690 0 14 11

平成２９年度 192 230 4,878 1,454 0 11 14

平成３０年度 192 223 4,813 1,332 0 5 14

令和元年度 194 229 4,835 1,476 0 6 11

令和２年度 190 238 4,317 1,364 0 8 10

令和３年度 193 ※139 6,146 1,374 0 3 6

令和４年度 188 140 4,874 1,073 0 3 8
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１７ 健康保養施設

健康保養施設「あっ宝んど」は、平成１２年４月２０日からオープンした。

平成１８年４月１日から指定管理者委託により運営している。

１）利用者数

２）令和４年度月別利用状況

健康保養施設「あっ宝んど」

（人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

Ｈ18 年 13,918 14,089 10,692 15,782 22,044 11,418 11,232 11,093 12,539 17,600 13,289 14,285 167,981

Ｈ19 年 13,055 14,061 12,625 15,710 24,416 13,781 12,262 12,198 13,765 18,480 15,027 15,424 180,804

Ｈ20 年 12,904 14,240 12,594 16,361 22,272 12,026 12,087 13,400 14,367 17,637 13,930 14,742 176,560

Ｈ21 年 12,564 14,991 12,023 15,836 23,708 13,502 11,499 11,376 13,419 17,817 12,941 13,805 173,481

Ｈ22 年 12,546 14,563 10,142 15,816 22,099 11,895 11,123 10,986 13,408 16,436 13,531 13,532 166,077

Ｈ23 年 12,289 13,620 11,109 16,954 20,406 11,665 11,294 10,926 13,755 16,925 13,990 13,529 166,462

Ｈ24 年 11,263 12,458 11,026 15,683 22,355 12,076 10,837 10,999 13,848 17,170 13,484 13,651 164,850

Ｈ25 年 12,163 12,916 12,172 15,707 22,485 11,927 11,514 12,325 14,734 17,341 12,889 13,579 169,752

Ｈ26 年 11,625 13,291 11,127 14,620 23,380 11,225 11,326 12,262 13,557 16,545 13,591 13,486 166,035

Ｈ27 年 11,480 13,914 12,182 16,515 23,176 11,744 8,947 11,875 13,635 16,294 15,080 15,337 170,179

Ｈ28 年 13,423 13,802 11,507 17,737 23,598 11,931 11,789 11,264 13,294 15,900 11,893 12,934 169,072

H29 年 11,037 13,007 10,543 16,510 22,124 10,781 11,034 11,669 13,233 16,071 12,279 15,043 163,331

H30 年 11,063 12,631 10,592 17,154 21,265 10,384 10,471 10,654 13,114 14,780 11,992 12,234 156,334

R元年 11,684 13,223 10,839 14,254 23,344 11,266 10,361 10,539 12,149 12,874 12,323 10,436 153,292

R2 年 1,168 2,959 8,573 10,801 17,356 11,298 10,844 11,076 11,575 10,926 10,118 10,402 117,096

R3 年 8,708 9,770 9,420 14,148 15,398 9,510 10,366 10,845 11,398 12,839 9,190 10,463 132,055

R4 年 9,797 12,239 10,934 14,667 17,944 10,927 11,053 8,935 11,011 13,532 10,613 11,471 143,123



第４次健幸おおの２１

(計画期間 令和４年度～令和８年度)

～生涯活躍、元気な大野人をめざそう～
おおのびと

★★★★★５つの推進項目★★★★★

１ 身体活動

－いつもより少し多めに体を動かしてみましょう 散歩で１，０００歩！－

２ 栄養・食生活

－食事は野菜たっぷりで、味付けは薄めにしましょう！－

３ たばこ・アルコール

－禁煙と適度な飲酒であなたと周りの健康を守りましょう！－

４ 休養・こころの健康

－質の良い睡眠で休養をとり、よく笑ってストレスを解消しましょう！－

５ 歯・口腔の健康

－お口の中の健康に関心を持ち、生涯を通じて健康な歯・口腔を

目指しましょう！－

令和５年大野市保健衛生の統計

（令和４年度統計）
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